
事務事業評価＆総合計画実施計画調査シート

事業実績

-

評価指標

事業の計画・内容

）

評価

整備内容 運営体制

1

2

3

4

事業費（人件費除く）の財源内訳

美しい森林づくり交付金　１／２ 美しい森林づくり交付金　１／２ 美しい森林づくり交付金　１／２ 美しい森林づくり交付金　１／２（Ｈ２４
年度まで）備

考

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

7,945 7,945 7,945
計 9,000 2,337 14,215 14,215 14,215 14,215

一 般 財 源 9,000 2,337 7,945
そ   の   他
受益者負担

6,270 6,270 6,270 6,270
Ａ
の
財
源
内
訳

国庫支出金
県 支 出 金
地   方   債

14,215 14,215 14,215 14,215（Ａ） 事      業      費 9,000 2,337

人 1,440

トータルコスト　（Ａ）＋（Ｂ） 10,440 3,777 15,655 15,655 15,655 15,655

人 人件費（Ｂ） 0.2人 1,440 人件費（Ｂ） 0.21,440 人件費（Ｂ） 0.2 1,4401,440 人件費（Ｂ） 0.2 人1,440 人件費（Ｂ） 0.2 人事業投入人員 人件費（Ｂ） 0.2 人

事業費計(A) 　 Σ 14,215事業費計(A) 　 Σ 14,215事業費計(A) 　 Σ 14,215事業費計(A) 　 Σ 14,215事業費計(A) 　 Σ 9,000 事業費計(A) 　 Σ 2,337
　　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　進捗率

(％)

　　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　

1,6551,655 完了検査委託料1,655 完了検査委託料1,655 完了検査委託料277 完了検査委託料993 完了検査委託料完了検査委託料

工事

間伐補助金 12,540間伐補助金 12,540間伐補助金 12,540間伐補助金 12,540
20

間伐補助金 8,000 間伐補助金 2,032
20 需用費20 需用費20 需用費28 需用費7 需用費

(千円)(千円)　 (千円)　 (千円)　 (千円)　

事
業
内
容

平成１９年度 決算内容

(千円)
需用費委託

事 業 内 容 数量 単位 金  額事 業 内 容 数量 単位 金  額事 業 内 容 数量 単位 金  額
平成２２年度 計画内容 平成２３年度 計画内容 平成２４年度 計画内容

事 業 内 容 数量 単位 金  額 事 業 内 容 数量 単位

平成２０年度　決算内容 平成２１年度 計画内容
金  額 事 業 内 容 数量 単位 金  額

総事業費 千円

進
　
捗
　
状
　
況

年度

現状維持 間伐された材の熱エネルギー等の有効活用を検討する。4 市内の類似施設

総合評価 事業の方向性 改善についての取り組み

3 規模・構造 年間運営費 千円

Ａ

2 建設面積（延床面積）

配置（予定）人員 人

効率性 4 国補事業における標準単価を使用し決定している。　土砂崩れなどを引き起こした後の復旧工事費と比較すると当事業で
森林機能を維持することは事業効率がよい。

1 建設用地 運営主体

　委託先

有効性 4 経費助成により、適正管理の動機づけをし森林の適正管理を推進する。

達成度 3 申請本数に対し、一部上限を設けたが約６０％達成できた。

評価項目 ポイント 評価項目についてのコメント

事
業
内
容

緊急間伐推進事業により、間伐施業を実施した森林所有者等
に補助金を支出した。
林令が１６～概ね４５年生のスギまたはヒノキの人工林
間伐面積概ね１０００㎡以上実施
成立本数の概ね２０％以上の間伐
過去５年以内に間伐補助を受けてないこと

状
況
変
化
等

補助金額（１本当たり）
　　　　　　　　　　　　２０年度　　２１年度
林令１６～２５年生　　７６円　　　　７５円
２６～３５年生　　　　　９３円　　　　９１円
３６～概ね４５年生　１７２円　　　１６８円

平成２１年度より、青山支所管内も農林振興課で実施。

必要性 4 土砂崩れなどの災害防止に必要である。　林内に光が入り、林床に植物が育ち、豊かな生態系が形成され将来的に健全
で活力ある森林を育てられる。　国土の保全、水源かん養、地球温暖化防止など森林の多面的機能の発揮に貢献でき
る。

関連事業
終了年度 平成 年度

開始年度 平成 18 年度

（※対象件数

根拠法令・要綱等 伊賀市緊急間伐推進事業補助金交付要綱

100
実績 42.7 実績 61.5

100 目標 100
100

補助本数摘要比率（補助本数／
申請本数）

助成申請本数を分母とし、助成の対象本数を分
子とする対象者の摘要比率を指標とする。

％
目標

100
実績 85.7 実績 82.6

100 目標 100
100

補助件数摘要比率（補助件数／
申請件数）

当助成申請件数を分母とし、助成の対象件数を
分子とする対象者の摘要比率を指標とする。

％
目標

目標値

事
業
目
的

対象等（何を、誰を） 成果（どうなるのか） Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

間伐を実施する森林所有者 間伐施業が行われることにより、森林の多面的機能が回復する。
林地管理経費が軽減される。

事業の成果を測る指標 指標設定の考え方 単位
実績値

上田　賢博 連絡先
22 9666

(内線) 2710
担当部課

コード １６０１００ 評価者
氏　名名称 農林振興課

目標

実績

目標

実績

基本計画該当頁 160 行革大綱の重点事項番号

100,000 100,000
細々目 01 林業振興経費 実績 29,510 実績 14,532

目標 68,978 目標 50,000101 林業振興経費
補助本数 本施　策 6 林業生産基盤の整備

細目

180 180
目 02 林業振興費 実績 60 実績 38

目標 70 目標 8002 林業費
補助件数 件

01

基　本
施　策

42 持続的で個性的な農林業の実践
項

06 農林業費 Ｈ１９ Ｈ２０
事業名 625 林業振興経費

会計

款

一般会計
活動指標 単位

事業類型

実績値

Ⅰ ソフト事業

目標値

Ｈ２１ Ｈ２２

２次評価対象分単独

コード 名               称 区分 コード 名            称

事業種別 継続

直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


